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EMD互藤倉♂蔓-テイクルポ- ドの

接藤低能藍こお題ぼ骨壷御免鰭の影響 *1

斉藤藤市*2,鈴木滋彦*2,岩田 徹*2
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TwoseriesorresinblendinBS(SeriesA:applyingemulsifiablepolymericisocyanate(EMDi)

100%Solidsondryparticleswithwaterpostappliedseparately;SeriesB:onparticlesmoisture-

conditionedto10and20%moisturecontent(MC))WeretestedtodeterminetheeffectoflOO%

solids-basisblendirlgCOnditionsontheparticle-bonddurabilityofEMDIbondedparticleboards.

Internalbond(IB)strength ofSeriesA boardsdecreasedwithincreasingamountsofwater

applied.IBstrengthafter10cyclesofwettinganddryingtreatmenthadamaximumcurvewiththe

amountofwaterapllied,ofwhichthelargestvalueobtainedataparticlematMCofabout15%.

SeriesBboardswereinferiorinbondqualitytoSeriesAboards.

EMDIboardsusing100%solids-basiswithsomewaterappliedseparatelyhadgreaterbond

durabitythanEMDⅠemusionboards.

Keywords:bonddurability,PMDIbondedparticleboard,resinblendingcondition

EMDⅠ結合ボー ドの接着性能におよぽす EMDI原液塗付の影響をポス ト添加水分,初期小片

MCを変えて考察した｡

乾燥小片に EMDⅠ原液を塗付 し,水分･をポス ト添加 したシリーズAボー ドでは,常態は く離強

度は添加水分量の増大で減少 したが,水分繰返 し10サイクル後のはく離強度は添加水分量に対し

てmax.curveを画き,マットMC15%付近で最大値が得 られたo

初期小片MCの高いシリーズBボー ドは水分ポス ト添加のシリーズAボー ドに較べ接着性能

が劣ったO水分ポス ト添加ボー ドは水性エマルジョンボー ドに較べ高い接着性能 を与えたO

且.緒 昌

エマルジョンタイプ MDI(EMDIト イソシアネ-

トは水溶性であって,樹脂液の調製,塗付装置の洗

浄等の作業性がポリメリックMDI(PMDI)より勝

り,またアミノレジンへのダイレクト添加1)が可能

な利点を有する｡ しかし,レジン調製後のイソシア

ネー トと水分の反応のためレジンのポットライフが

*l ReceivedJune22,1987.この報告の一部は第37

回日本木材学会大食 (1987年 4月,京都)にて発

表した｡

*2 静岡大学農学部 FacultyorAgriculture,Shizuoka

Universlty, Shizuoka422

短か く2･3),またレジン塗付後の小片貯蔵時間が制限

される4･5)0

著者 らは前報5)で EMDI結合パーティクルボー

ドの接着耐久性を塗付時のエマルジョン濃度を変え

て検討した｡その結果では,EMDⅠの接着性能は低

マット含水率 (MC)で高 く,特に EMDIを原液塗

付 しこれに水分をポス ト添加 したボー ドで付加的に

高い常態は く離強度が得 られた｡

本実験は EMDⅠの最適使用条件 を検討するため,

ボー ド接着性能にお よぼす EMD王原液塗付の影響

をポス ト添加水分,初期小片水分を変えて考察した｡
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2.試 験 方 法

2.1 供試材料

下記製造条件の実験室製パ-テイクルポ- ドを用

いた｡ボー ドサイズ :10mmX320mmx340mm(表

面未研削),ボー ド比重 :0.7,本材小片 :ナラを主と

した樹種混合のディスクフレーカ切削片,14メッシ

ュ通過分除去 (厚さ0.29rnmX帽 3.OmrnX長 さ 17.5

mm),レジンの種類 と添加率 :EMD‡(日本ポ リウレ

タン工業製コロネ- ト3054)添加率 (RC)B%,比較

相 としてフェノールレジン (PF)を 10%添加 した｡

レジン添加方法 :i) シリーズA 初期 MC2%の

木材小片に EMDr原液を塗付後,目標 MC5,LO,

15,20%になるように水分をポス ト添加 (Tablel参

照),2) シリ-ズ B 初期 目標 MCIO,20%に調整

Lた木材小片に EMD王原液塗付 3) 初期 MC2%

の木材小片に濃度 50%の EMDI水性エマル ジョン

(Eボ- ド),PFレジン (Pボー ド)をそれぞれ塗付

したOなおレジン添加には実験室ロータリープ レン

デを用い,エヤレススプレイで塗付 した｡貯蔵時間 :

レジン塗付後,室温 (約 20 ℃)で3h以内 (以後 3h

と略記),24h,一部 48h放置 し,成形,熱圧 した｡

熟庄条件 :温度 180℃,圧力 30kgf/cm2,時間 6

m ln｡

2.2 NCO基の残留率測定

含水率 0,18%に調整 した大形のベイマツ切削片

(0.4mm厚 ×8mm幅 ×70mm長 さ)の 片 面 に

EMDl原液を乾燥重量比で約 1:1塗付 した試料,

お よび波度 50%の EMDI水性 エマルジョン 試料 を

室内に放置して,経時的に試料中のNCO基残留率

を測定 した｡NCO基の定量にはジブチルア ミンー

塩酸法を用いたO

イソシアネー ト試料約 1gにオルソジクロールベ

ンゼン 10mlを加え,これにn-ジブチルア ミン 130

gをれ レソジクロールベ ンゼンに溶か して Ilにし

た溶液を 10rnl滴下するo l0分間放冷後,メタノ-

ル 80mlと指示薬プロムフェノールブルーを加 え

て,N/2塩酸で滴定する｡これより次式でNCO基含

有率を算出した｡

NCO基含有率(%)-
0.021×(b-a)×F

試 料 (蛋)
×100

a:N/2塩酸の使用量 (ml),b:空試験における

N/2塩酸の便周畳 (rnl),F:N/2塩酸の力価｡

2.3 材質試験

(a) 曲げ性能

製糖ボ- ドより50rnmx300mmの曲げ試片を採

取 し,25bC,65%RHで調湿後,JISA5908に準 じて

曲げ強さ (MO鼠),曲げヤング係数 (MOB)を算出

したQ試片個数は同一条件 5個であるO

(b) 接着性能

25qC,65%RHで調湿 した試片 (50mmX50mm)

に減圧(760mmHg,30min),加圧注水(3kg仇m2,

Ih)芯=ゴ乾燥(60pC, 24h)の水分繰返 し処理を0(常

態),I,3,5,10サイクル与え,その間の長さ,幅,

厚 さ変化を精度 l/100mmのダイヤルゲージで測定

した｡所定回数処理 した試片を再調湿 (25oC,65%

RH)徳,JISA5908に準じては く離強度 (小片結合

力)を測定 した｡試片個数は同一条件 10個であるO

強度性質は回帰直線によりボー ド比重 0.7に換算 し

た0

3.鹿黒 と考察

Table2は各ボー ドの曲げ性能の結果を示すOこれ

によると貯蔵時間3hのボー ドでは MOR,MOEに

およぼす添加水分,小片 MCの影響は明瞭でない｡

これは高 MCマットを熟庄すると,低 MCマットに

較ベボー ド表層付近が高比重に庄締され5),後述す

る高 MC小片の低い接着性能がカバー されるため

と考えられる｡ しかし貯蔵時間が長 くなると,イソ

シアネー トと水分の反応による接着性能の低下がダ

TableL Adhesiveblendingconditions.
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イレクトに現われ,高MC側で曲げ性能の低下が観

測された.Pボー ドはイソシアネー トボー ドに較べ

て低い曲げ性能を示したが,貯蔵時間の影響はみら

れない｡

Fig.1はMC0%と18%の木材切削片に EMDI原

液を乾燥重量比で約 1:1塗付 した試料,お よび

EMDI濃度 50%の水性エマルジョン液試料 を室内

に放置した場合のNCO基残留率 と経過時間の関係
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Fig･1･ EffectofstoragetimeonNCOgroupreten-

tionatroomtemperature･

を示す｡木材切削片試料では放置時間 3hまでに高

MC小片で NCO基の大きい消失がみられたが,以

徳,両者の差は一定になったO室内放置した木材切

削片の MC差が減少 したためと考えられるCなお,

実際にはレジン添加率が低 く,水の濃度が相対的に

高 くなるため,NCO基残留率のこれ以上に大きい

減少が予想される6)｡同様に室内放置 したEMDI水

性エマルジョン液試料で放置時間 3hまでにNCO

基残留率の大 きい低下が認め られた｡これ らは高

MC小片ポ- ドの低い接着性能,ならびに,小片貯蔵

時間の影響を示唆するものである｡

Fig.2はシリーズ Aボ- ド,および,Eボー ド,

kgf/ cml'
20

24

Storagetime

48 h

Fig･2･ Effectofstoragetimeon intemalbond
strengthforSeriesA boards,andEandP
boards.

Pボー ドの常態は く離強度 と貯蔵時間の関係を示

す｡シリーズ Aボ- ドでは,はく離強度におよぼす

小片水分の影響は明らかで,小片結合力はポスト添

加水分量の最 も多い A20ボー ドで最小値を与えた｡

は く離強度におよぼす貯蔵時間の影響は高 MC小

片でより顕著にみられ,24h放置で大 きな強度低下

が生 じた｡また,Eボー ドは同一マットMCのシリ

ーズ Aボー ドよりは く離強度が劣ったOこれは水性

エマルジョンにおけるイソシアネー トと水分の接触

密度が EMDI原液 と水分 を別個に塗付する場合に

戟べて高いためと考えられるoPボー ドのは く馳強

度は貯蔵時間 3hのイソシアネー トボー ドの 1/2

-1/3の値を示 してお り,貯蔵時間の影響は認めら

れなかった｡

Fig.3はシリーズAボー ドと初期小片 MCの高

いシリーズBボー ドの常態は く離強度を比較 した

ものであるO初期小片 MCの高いBIO,B20ボー ドの
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Fig.3. Effectofstoragetimeon intemalbond
strengthf♭rSeriesA andBboards.

は く離強度は同一マッ トMCの A10,A20ボー ドに

較べて劣ったOこれは前者では,高MC小片に塗付

されたイソシアネ- トが小片内部に浸透 し,内部水

分 と反応するのに対 し,後者では,ポス ト添加され

た水分が熟庄時に小片表面のイソシアネー トと反応

して,接着界面に有効なレジン層を形成するためと

考えられるO

Fig.4は標準状態に調湿 した試片に減圧 ･加圧注

水処理を 1回与えた場合の吸水長さ膨張率を示す｡

貯蔵時間 3hでは,イソシアネー トボー ドにおよぼ

す水分の影響はみられないが,貯蔵時間24hのボー

ドでは,添加水分量が多い程,初期小片MCが高い

梶,大きい長さ膨張率を与えた｡いずれも接着性能

が劣るためであ り,Pボー ドはイソシアネー トボー

ド (貯蔵時間 3h)に較べて幾分大きい値を示 した｡

Figs.5,6は所定回数の水分繰返 し処理試片を再

調湿した後の残留厚さ膨張率 (スプ リングバック)

を示すOシリーズAボー ド(Fig.5)では添加水分の

高いA15,A20ボー ドが添加水分の低いA5,A10ボ

ー ドより小さいスプ リングバックを与えたOこれは

熟庄時に高MC小片が十分熱可塑化され,残留内部

応力が少ないためである7)｡また,A15, A20ボー ド

間で,A15ボー ドがより小さいスプ リング バックを

示 したのは,内部応力の解放を抑える接着性能の差

(Fig.3)にあると考えられる8)｡ シリ-ズA,B閣の

比較 (Fig.6)では,接着性能に勝るシリーズ Aボー

ドで安定 した寸度変化が示された｡その他,Eボー ド

はA20ボー ドに近い挙動を示 し,また,Pボ- ドは

イソシアネー トボー ドに較べて極めて大 きいスプ リ

ングバ ックを与えた｡

Fig.7は水分繰返 し処理 10サイクル後のスプ リ

31
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boards.

Note: Storagetime3h.
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ングバ ックと貯蔵時間の関係をシリーズ A,Bボー

ドについて示したものである｡ これによるとスプ リ

ングバ ックにおよぼす貯蔵時間とマット水分の交互

作用が明白であり,マッ ト水分の少ないボー ドで貯

蔵時間の影響が少ないこと,またシリーズAボー ド

の性能が,シリーズBボー ドより勝ることが読みと

れる｡

Fig.8はは く匪強度におよぼすサイクル数の影響

をシリーズAボー ド,および E,Pボー ドで示した

0 1 3 5

Numberofcyc一es

Fig･8･ Effectofthenumbersofcyclesoninternal

bondstrengthforSeriesA, and E andP
boards.

Note: Storagetime3h.

ものであるOシリーズ Aボー ドでは,A5ボー ドが最

大の常態は く離強度を与えたが,10サイクル後は最

少値に減少 した｡一方,常態はく離強度で中間的な

値をとった A15ボー ドが 10サイクル後,最大のは

く離強度を示 した｡この原因は厚さ方向G7)スプ リン

グバ ック (Fig･5)で示されたように木材小片の熱可

塑性の差に求められる｡なお,前報5)の水分ポス ト添

加ボー ドで同一の傾向がみられたが,今回C7)実験結

果からみて,原因は木材小片の内部応力 と推定され

る. Eポ- ドは A20ボー ドに近い挙動 をとり,また

Pボ- ドはイソシアネー トボー ドに較べて低いはく

離強度を示した｡

Fig･9は供試ボー ドの常態,および 10サイクル後

のはく敵強度を比較したものであるO シリーズ Aボ

ー ドでは,A5,AIO,A15ボー ドの常態は く離強度

には有意差はないが,添加水分量 とともに減少する

傾向を示 し,A20ボー ドが最小値を与えた｡ 一万,

10サイクル後のは く艶強度は添加水分量 に対 して

max･cuⅣeを画き,マットMC15%付近で最大値が

得 られたoシリーズ Bボー ドは初期 MCの増加で減

少 し,同一マットMCのシリーズAボー ドに較べて
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接着性能が劣った｡また,シリ-ズAボー ド(A15)

は Eボ- ドに較ペ て高い強者性能 を与えることが

示された｡

4. 結 論

EMDI結合 ボー ドの接潜性能におよぼす EMDI

原液塗付の影轡 をポス ト添加水分,初期小片 MCを

変えて考察 した｡ 試験結果の大要は次の とおりであ

る｡

i) 貯蔵時間 3b以内では,曲げ性能におよぼす

添加水分,初期小片 MCの影響は明瞭でなかった｡

2) 常態は く維強度は添加水分慶の増大で減少し

たが,水分繰返 し処理後のはく離強度はマ ットMC

33

15%付近で偉大値が得 られた｡

3) 初期小片 MCの高いシ ))-ズ Bボー ドは水

分ポス ト添加の シリーズAボ- ドに較べ接着性能

が劣った｡

4) 水分ポス ト添加ボ- ドは水性エマルジョンボ

ー ドに戟ペて高い接着性能を与えたO
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